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39

〔
下
級
審
民
訴
事
例
研
究
三
九
〕

フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
が
定
め
た
面
接
交
渉
の
方
法
を
承
認
せ
ず
独
自
の
判
断
が
な
さ
れ
た
事
例

京
都
家
裁
平
成
六
年
三
月
三
一
日
審
判
（
平
元
（
家
）
二
六
九
九
号
面
接
交
渉
申
立
事
件
、
判
例
時
報
一
五
四
五
号
八
一
頁
）
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［
事
実
］

　
X
男
（
フ
ラ
ン
ス
国
籍
、
申
立
人
）
と
Y
女
（
日
本
国
籍
、
相
手

方
）
は
、
一
九
八
三
年
二
一
月
に
フ
ラ
ン
ス
で
同
国
の
方
式
に
よ
り

婚
姻
し
、
一
九
八
五
年
三
月
に
は
両
者
の
長
女
A
（
フ
ラ
ン
ス
国
籍

と
日
本
国
籍
の
二
重
国
籍
、
事
件
本
人
）
が
出
生
し
た
。
X
男
、
Y

女
ら
は
ス
イ
ス
、
デ
ン
マ
ー
ク
等
で
同
居
し
結
婚
生
活
を
送
っ
て
い

た
が
、
当
事
者
間
の
国
民
性
の
相
違
、
言
語
に
よ
る
意
思
疎
通
の
困

難
、
性
格
の
不
一
致
等
の
理
由
か
ら
、
一
九
八
六
年
八
月
に
、
Y
女

が
A
を
伴
っ
て
日
本
に
帰
国
し
て
以
来
、
X
男
と
Y
女
・
A
は
別
居

状
態
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
事
情
の
下
で
、
一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）
一
一
月

に
、
X
男
か
ら
、
A
と
の
面
接
交
渉
を
求
め
る
審
判
が
申
立
て
ら
れ

た
。
こ
の
審
判
事
件
は
、
同
年
二
一
月
に
調
停
に
付
さ
れ
、
一
九
九

二
年
（
平
成
四
年
）
一
〇
月
ま
で
に
、
一
九
回
に
わ
た
り
調
停
が
続

け
ら
れ
た
。
日
本
国
内
で
の
面
接
交
渉
に
つ
い
て
は
、
こ
の
第
一
九

回
調
停
期
日
に
お
い
て
合
意
が
成
立
し
た
。

　
こ
の
間
の
一
九
九
〇
年
一
月
に
、
X
男
は
パ
リ
地
方
裁
判
所
に
Y

女
を
被
告
と
し
て
離
婚
訴
訟
を
提
起
し
、
一
九
九
一
年
五
月
に
は
X

男
l
Y
女
の
離
婚
と
、
Y
女
を
A
の
親
権
者
と
す
る
旨
の
判
決
が
下

さ
れ
た
。
X
男
は
、
子
の
処
分
に
関
し
て
一
部
控
訴
し
、
パ
リ
控
訴

院
は
、
親
権
者
を
Y
女
と
し
た
ま
ま
、
X
男
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
学
校

の
ク
リ
ス
マ
ス
休
暇
の
前
半
、
復
活
祭
休
暇
中
一
〇
日
、
夏
休
み
の
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半
分
（
偶
数
年
は
前
半
、
奇
数
年
は
後
半
）
の
期
間
、
フ
ラ
ン
ス
で

A
と
同
居
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
渡
航
費
は
X
男
負
担
）
と
い
う
面

接
交
渉
権
を
認
め
た
。

　
こ
の
た
め
、
X
男
は
日
本
で
の
面
接
交
渉
の
み
な
ら
ず
、
A
を
フ

ラ
ン
ス
ヘ
連
れ
出
し
て
の
面
接
交
渉
に
執
し
た
が
、
こ
の
点
に
関
し

て
は
合
意
が
得
ら
れ
ず
ら
れ
ず
審
判
に
至
っ
た
の
が
本
件
で
あ
る

［
審
判
要
旨
］

i
　
国
際
裁
判
管
轄
権
に
つ
い
て

　
「
本
件
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
父
（
申
立
人
）
か
ら
、
日
本
人
の
母

（
相
手
方
）
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
及
び
日
本
の
二
重
国
籍
を
持
つ

当
事
者
問
の
長
女
（
事
件
本
人
）
と
の
面
接
交
渉
を
求
め
る
事
案
で

あ
る
と
こ
ろ
、
同
事
件
の
国
際
的
裁
判
管
轄
権
に
関
し
て
は
、
我
が

国
に
は
特
別
の
規
定
も
、
確
立
し
た
判
例
法
の
原
則
も
存
在
し
な
い

が
、
子
の
福
祉
に
着
目
す
る
と
子
の
住
所
地
国
で
あ
る
日
本
の
裁
判

所
に
専
属
的
国
際
裁
判
管
轄
権
を
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」

h
　
準
拠
法
に
つ
い
て

　
「
法
例
二
一
条
に
従
い
母
の
本
国
法
と
同
一
で
あ
る
子
の
本
国
法

の
日
本
法
が
準
拠
法
で
あ
る
（
な
お
、
法
例
二
八
条
に
よ
り
二
重
国

籍
を
持
つ
事
件
本
人
の
本
国
法
は
、
事
件
本
人
の
常
居
所
で
あ
る
日

本
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
）
。
」

…
m
　
フ
ラ
ン
ス
判
決
に
つ
い
て

　
「
フ
ラ
ン
ス
控
訴
院
判
決
の
承
認
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
離
婚
等

を
内
容
と
す
る
訴
訟
裁
判
の
部
分
と
面
接
交
渉
等
に
関
す
る
非
訟
裁

判
の
部
分
に
区
分
し
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
解
す
る
。
そ
こ
て
、

検
討
す
る
に
、
離
婚
等
の
訴
訟
裁
判
の
部
分
は
さ
て
お
き
、
面
接
交

渉
に
関
す
る
外
国
非
訟
裁
判
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
日
本
民
事
訴
訟

法
二
〇
〇
条
の
適
用
は
な
い
と
解
さ
れ
る
が
、
条
理
に
よ
り
、
そ
の

承
認
の
要
件
と
し
て
は
、
外
国
の
裁
判
が
我
が
国
の
国
際
手
続
法
上

裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
国
で
な
さ
れ
た
こ
と
、
そ
れ
が
公
序
良
俗
に

反
し
な
い
こ
と
の
二
つ
を
も
っ
て
足
り
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
先
に

判
断
し
た
よ
う
に
、
本
件
面
接
交
渉
申
立
審
判
事
件
に
つ
い
て
は
、

日
本
国
が
専
属
的
国
際
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
の

で
、
ヒ
記
フ
ラ
ン
ス
控
訴
院
判
決
の
面
接
交
渉
に
関
す
る
判
決
事
項

を
承
認
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
当
裁
判
所
が
同
事
項
に
つ
い
て
独
自

の
立
場
で
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。
」

短
　
結
論

　
「
申
立
人
と
し
て
は
、
国
内
で
の
事
件
本
人
と
の
面
接
交
渉
を
通

じ
て
、
事
件
本
人
の
意
図
を
理
解
し
、
同
人
の
申
立
人
に
対
す
る
信

頼
関
係
を
徐
々
に
高
め
、
事
件
本
人
の
成
育
と
外
国
語
能
力
の
発
達

を
待
っ
て
、
同
人
の
自
発
的
意
思
で
渡
仏
を
決
心
さ
せ
る
努
力
が
必

要
と
考
え
る
。
し
て
み
る
と
、
事
件
本
人
が
渡
仏
し
て
申
立
人
と
面
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接
交
渉
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
事
件
本
人
が
小
学
校
を
卒
業
し
て

中
学
校
に
進
学
し
、
あ
る
程
度
自
主
的
な
判
断
能
力
を
持
ち
、
外
国

語
の
会
話
能
力
を
身
に
つ
け
た
時
点
で
、
改
め
て
当
事
者
間
で
協
議

し
て
、
決
定
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
判
断
す
る
。
」

［
評
釈
］

　
判
旨
に
は
若
干
の
疑
問
が
あ
る
。

［
　
本
審
判
は
、
イ
、
渉
外
的
親
子
関
係
（
特
に
面
接
交
渉
権
に
関

す
る
）
事
件
の
国
際
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
は
、
子
の
住
所
地
に
専
属

的
に
こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
ロ
、
面
接
交
渉
権
に
関
す
る
準
拠

法
は
、
法
例
一
二
条
に
よ
る
こ
と
、
ハ
、
外
国
で
、
父
母
の
離
婚
判

決
に
付
随
し
て
な
さ
れ
た
面
接
交
渉
に
関
す
る
裁
判
は
、
離
婚
判
決

と
分
離
し
て
承
認
の
可
否
を
問
い
う
る
が
、
そ
の
承
認
は
、
裁
判
国

が
管
轄
権
を
有
し
て
い
た
こ
と
、
及
び
、
そ
の
裁
判
内
容
が
我
国
の

公
序
に
反
し
て
い
な
い
こ
と
の
み
を
要
件
と
す
る
こ
と
を
、
判
示
し

た
も
の
で
あ
る
。

　
離
婚
に
伴
う
子
の
面
接
交
渉
に
関
す
る
判
断
の
準
拠
法
に
つ
い
て

は
離
婚
準
拠
法
に
依
る
と
す
る
従
来
の
学
説
に
対
し
て
、
最
近
は
親

子
間
の
法
律
関
係
の
準
拠
法
に
依
る
と
い
う
考
え
方
が
有
力
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
判
旨
ロ
も
、
こ
の
最
近
の
考
え
方
と
同
様
に
、
面
接
交

渉
権
に
関
し
て
は
、
親
子
間
の
法
律
関
係
の
準
拠
法
を
定
め
る
法
例

二
一
条
に
よ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
判
旨
の
検

討
は
、
手
続
法
の
研
究
会
で
あ
る
と
い
う
本
研
究
会
の
性
質
上
、
本

稿
で
は
割
愛
す
る
。

　
尚
、
あ
え
て
付
言
す
れ
ば
、
本
件
事
件
本
人
A
の
本
国
法
を
決
定

す
る
た
め
の
法
例
二
八
条
の
解
釈
に
関
す
る
判
旨
に
は
首
肯
で
き
な

い
。
確
か
に
、
A
が
二
重
国
籍
で
あ
る
た
め
、
そ
の
本
国
法
の
決
定

に
法
例
二
八
条
一
項
が
適
用
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
、
そ
の
適
用
の
結

果
、
日
本
法
が
A
の
本
国
法
と
な
る
こ
と
は
、
判
旨
の
通
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
二
八
条
一
項
但
書
に
よ
り
、
そ
も
そ
も
二
重
国
籍
の
一
方

が
日
本
国
籍
で
あ
る
本
件
の
場
合
に
は
、
A
の
常
居
所
地
の
如
何
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

問
わ
ず
、
日
本
法
を
本
国
法
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

A
の
常
居
所
地
が
日
本
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
A
の
本
国
法

を
日
本
法
と
し
た
判
旨
に
は
疑
問
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
以
下
で
は
、
本
件
の
手
続
法
上
の
問
題
で
あ
る
判
旨
の
イ
と
ハ
に

つ
い
て
若
干
の
検
討
を
試
み
る
。

二
　
子
の
面
接
交
渉
権
に
関
す
る
国
際
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
を
子
の
住
所
地
に
認
め
る
と
い
う
裁
判
例
が
、
こ
れ
ま
で
の
一
般

　
　
　
　
　
（
2
）

的
な
傾
向
で
あ
る
。
本
件
判
旨
も
こ
う
し
た
従
来
の
裁
判
例
と
、
同

様
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
従
来
の
裁

判
例
で
は
、
「
原
則
と
し
て
」
子
の
住
所
地
に
国
際
裁
判
管
轄
が
認

め
ら
れ
て
い
た
の
に
比
し
て
、
本
件
判
旨
は
、
こ
れ
を
子
の
住
所
地

に
「
専
属
的
」
に
認
め
る
と
い
う
点
で
、
特
徴
的
で
あ
る
。
実
際
に

194
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は
、
後
に
検
討
す
る
本
件
フ
ラ
ン
ス
判
決
を
、
承
認
し
な
い
た
め
に

な
さ
れ
た
判
断
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
点
で
、
特
殊
な
事
情
の

下
の
判
断
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
学
説
も
、
面
接
交
渉
権
を
含
む
、
子
の
監
護
に
関
す
る
国
際
裁
判

管
轄
に
関
し
て
は
、
子
の
福
祉
を
理
由
と
し
て
、
子
の
住
所
地
に
こ

れ
を
認
め
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
離
婚
の
国
際
裁
判

管
轄
が
、
子
の
住
所
地
以
外
に
認
め
ら
れ
た
場
合
に
、
そ
の
離
婚
訴

訟
に
伴
っ
て
、
子
の
監
護
に
関
す
る
判
断
が
許
さ
れ
る
か
否
か
に
関

し
て
は
、
若
干
の
争
い
が
あ
る
。
学
説
は
、
離
婚
訴
訟
に
伴
う
子
の

監
護
に
つ
い
て
の
判
断
は
離
婚
の
裁
判
管
轄
地
に
こ
れ
を
認
め
る
学

（
3
）説

と
、
子
の
福
祉
の
観
点
か
ら
、
子
の
住
所
地
に
、
離
婚
の
裁
判
管

轄
と
は
異
な
る
、
子
の
監
護
に
関
す
る
国
際
裁
判
管
轄
を
考
え
る
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

き
で
あ
る
と
す
る
学
説
と
に
分
化
す
る
。
本
審
判
は
、
フ
ラ
ン
ス
で

な
さ
れ
た
離
婚
訴
訟
に
と
も
な
っ
て
下
さ
れ
た
子
の
監
護
の
裁
判
を

念
頭
に
置
い
て
、
あ
え
て
、
子
の
監
護
に
つ
い
て
の
国
際
裁
判
管
轄

は
、
専
属
的
に
子
の
住
所
地
に
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
子
の
監
護
に
関
す
る
国
際
裁
判
管
轄
を
離
婚

の
管
轄
と
は
別
個
に
考
え
る
と
す
る
後
説
を
、
徹
底
さ
せ
た
も
の
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
子
の
福
祉
」
と
は
、
平
た
く
い
え
ば
、
「
最
も
子
供

の
た
め
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
子
の
住
所
地

国
以
外
の
国
が
、
実
体
的
に
は
子
供
に
手
厚
い
こ
と
も
あ
り
得
る
。

し
た
が
っ
て
、
子
の
住
所
地
に
国
際
裁
判
管
轄
を
認
め
る
こ
と
で
、

そ
の
子
の
利
益
が
確
実
に
担
保
さ
れ
る
と
は
言
い
難
い
。
こ
う
し
た

点
か
ら
、
子
の
住
所
地
に
国
際
裁
判
管
轄
を
認
め
る
こ
と
が
、
通
常

は
子
の
福
祉
に
適
う
と
し
て
も
、
こ
れ
を
硬
直
的
に
運
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
か
え
っ
て
子
の
利
益
に
な
ら
な
い
結
果
を
招
来
す
る
虞
が

　
　
　
　
　
　
（
5
）

な
い
と
は
い
え
な
い
。
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
、
そ
の
子
の
住
所

地
国
に
お
け
る
保
護
ま
で
は
、
確
保
さ
れ
る
と
い
う
説
明
も
可
能
で

は
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
消
極
的
な
利
益
が
、
管
轄
の
決

定
の
た
め
の
理
由
と
し
て
決
定
的
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。

　
ま
た
、
非
訟
事
件
一
般
に
関
し
て
、
そ
も
そ
も
非
訟
事
件
に
は

「
紛
争
が
存
し
な
い
H
被
告
が
い
な
い
」
の
で
、
被
告
の
住
所
に
よ

っ
て
国
際
裁
判
管
轄
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、

被
告
の
住
所
地
主
義
を
採
用
で
き
ず
、
保
護
さ
れ
る
べ
き
利
益
の
所

在
地
（
親
権
者
指
定
の
国
際
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
は
子
の
住
所
地
）

に
、
国
際
裁
判
管
轄
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
説
明
す
る
学
説

　
（
6
）

も
あ
る
。
保
護
さ
れ
る
べ
き
利
益
の
所
在
地
に
裁
判
管
轄
が
認
め
ら

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
所
説
の
指
摘
は
正
当
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
は
、
非
訟
事
件
に
固
有
の
問
題
で
は
な
い
。

　
確
か
に
、
非
訟
事
件
に
は
紛
争
が
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

裁
判
所
の
非
訟
作
用
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
実
体
上
の
問
題
は
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必
ず
存
在
す
る
。
こ
の
実
体
上
の
問
題
の
解
決
を
求
め
る
当
事
者
と
、

そ
の
相
手
方
の
関
係
は
、
手
続
上
は
訴
訟
に
お
け
る
原
告
と
被
告
の

関
係
と
同
視
し
う
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
実
体
上
の

紛
争
の
存
否
が
、
手
続
上
の
当
事
者
の
不
在
を
惹
き
起
こ
す
わ
け
で

は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
実
体
権
の
存
否
を
争
う
こ
と
を

紛
争
と
し
て
、
こ
の
実
体
権
を
有
す
る
と
主
張
す
る
者
と
そ
の
相
手

方
を
、
そ
れ
ぞ
れ
原
告
と
被
告
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
な
く
は
な
い
。

し
か
し
、
債
務
不
存
在
確
認
訴
訟
の
よ
う
に
、
通
常
の
原
告
と
被
告

が
入
れ
替
わ
る
場
合
に
は
、
実
体
権
（
債
権
）
を
有
す
る
と
主
張
す

る
者
が
「
被
告
」
と
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
説
明
に
窮
す
る
こ
と
に

な
る
。
し
た
が
っ
て
、
所
説
の
よ
う
に
、
紛
争
の
不
存
在
を
理
由
と

し
て
、
手
続
上
の
被
告
（
被
申
立
人
）
の
不
存
在
を
説
明
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
際
に
、
家
事
調
停
事
件
に
関
し

て
は
、
家
事
審
判
規
則
二
一
九
条
は
、
申
立
の
相
手
方
（
い
わ
ゆ
る

被
告
）
住
所
を
原
則
管
轄
と
し
て
お
り
、
訴
訟
に
い
わ
ゆ
る
被
告
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

所
地
主
義
を
採
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
も
と
も
と
、
国
際
裁
判
管
轄
は
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
実
体
権
の

訴
訟
法
上
へ
の
投
影
で
あ
る
訴
権
の
行
使
の
態
様
に
よ
り
、
決
定
さ

　
　
　
　
　
（
8
）

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
通
常
は
、
実
体
権
の
所
在
が
訴

権
の
行
使
の
場
所
を
決
定
す
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
は
、
実
体
上
の

間
題
を
解
決
す
る
と
い
う
視
点
で
は
異
な
ら
な
い
か
ら
、
訴
訟
・
非

訟
を
問
わ
ず
成
り
立
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
非
訟
事

件
に
関
し
て
は
、
処
分
さ
れ
る
実
体
関
係
の
所
在
地
に
、
管
轄
が
発

生
す
る
こ
と
に
な
る
。
子
の
監
護
に
関
す
る
実
体
関
係
は
、
ま
さ
に

そ
の
処
分
さ
れ
る
べ
き
実
体
が
、
子
の
住
所
に
こ
そ
存
在
す
る
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

子
の
住
所
地
に
管
轄
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
子
の
監
護
に
関
す
る
国

際
裁
判
管
轄
が
、
子
の
住
所
地
に
認
め
ら
れ
る
と
い
う
点
で
は
判
旨

は
正
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
と
も
と
子
の
監
護
の
処
分
は
、
調
停

に
よ
っ
て
も
な
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
実
体
上
当
事
者
の
処
分
に
な
じ

む
こ
と
に
加
え
て
、
手
続
上
も
合
意
管
轄
が
あ
り
得
る
こ
と
を
意
味

す
る
（
家
事
審
判
規
則
一
二
九
条
一
項
後
段
）
。
先
の
説
明
を
敷
衛

す
れ
ば
、
当
事
者
の
処
分
に
な
じ
む
と
い
う
実
体
が
、
手
続
上
の
行

使
の
態
様
を
決
定
し
、
手
続
に
お
い
て
も
管
轄
に
関
す
る
当
事
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

処
分
が
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
当
事
者
の
意
思
に
よ

っ
て
、
子
の
住
所
地
以
外
に
管
轄
を
認
め
る
こ
と
が
あ
り
得
る
こ
と

に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
子
の
住
所
地
に
専
属
と
は
い
え
ず
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

点
に
関
す
る
判
旨
に
は
疑
問
が
残
る
。

三
　
面
接
交
渉
に
関
す
る
裁
判
の
よ
う
に
、
非
訟
事
件
の
裁
判
と
分

類
さ
れ
る
内
容
を
も
つ
外
国
裁
判
の
承
認
に
関
し
て
、
か
つ
て
は
、

我
国
の
国
際
私
法
の
定
め
る
準
拠
法
に
従
っ
て
、
な
さ
れ
た
こ
と
を

要
件
と
す
る
考
え
方
が
通
説
で
あ
っ
た
（
国
際
私
法
的
ア
プ
ロ
ー
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チ
）
。
し
か
し
、
最
近
で
は
、
国
際
手
続
法
の
独
自
性
が
、
夙
に
指

摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
に
伴
っ
て
、
国
際
裁
判
管
轄
と
公
序
良
俗
を

主
た
る
要
件
と
し
て
、
準
拠
法
の
如
何
を
問
わ
な
い
と
す
る
、
手
続

法
的
な
考
え
方
が
普
及
し
て
い
る
と
さ
れ
る
（
国
際
民
訴
的
ア
プ
ロ

（
1
2
）

ー
チ
）
。
こ
の
手
続
法
的
な
視
点
に
立
つ
学
説
は
、
民
事
訴
訟
法
二

〇
〇
条
を
直
接
適
用
し
な
い
が
、
一
号
と
三
号
と
同
様
の
要
件
を
充

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

足
す
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
考
え
方
と
、
二
〇
〇
条
を
直
接
適
用
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

て
そ
の
す
べ
て
の
要
件
を
み
た
す
必
要
が
あ
る
と
す
る
考
え
方
と
に

分
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
両
説
の
対
立
は
、
こ
う
し
た
非
訟

事
件
裁
判
に
つ
い
て
は
、
「
確
定
判
決
」
（
同
条
柱
書
）
以
外
で
も
承

認
の
可
否
を
論
じ
う
る
か
否
か
、
相
互
の
保
証
要
件
（
同
条
四
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

を
承
認
要
件
と
す
る
か
否
か
と
い
う
点
に
帰
着
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
確
か
に
、
直
接
適
用
を
認
め
な
い
学
説
は
、
未
確
定
な
裁
判
に
つ

い
て
も
、
承
認
の
可
否
を
問
え
る
可
能
性
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
直

接
適
用
を
主
張
す
る
学
説
に
お
い
て
は
、
確
定
判
決
を
対
象
と
す
る

民
事
訴
訟
法
二
〇
〇
条
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
を
承
認
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
相
違
は
あ
る
。
し
か
し
、
後
説
に
お
い
て
も
、
未
確

定
の
非
訟
裁
判
が
、
全
く
無
視
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
考
え
ら
れ

て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
こ
の
種
の
裁
判
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
、
十
分
に

尊
重
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
我
国
で
の
処
理
が
考
察
さ
れ
て
い

　
（
1
6
）

る
点
で
、
現
実
的
に
は
大
き
な
違
い
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
相
互
の
保
証
要
件
に
つ
い
て
も
、
直
接
適
用
を
認
め
る
学
説
で

も
、
少
な
く
と
も
こ
の
種
の
非
訟
裁
判
に
お
い
て
は
、
緩
や
か
に
運

用
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
点
で
、
直
接
適
用
を
認
め
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

学
説
と
の
差
異
は
、
必
ず
し
も
大
き
な
も
の
で
は
な
い
。

　
も
と
も
と
、
管
轄
と
公
序
の
み
を
要
件
と
す
る
学
説
が
、
手
続
法

上
の
、
外
国
判
決
承
認
の
要
件
の
中
核
を
抽
出
し
て
、
そ
の
要
件
と

し
た
以
上
、
両
説
の
対
立
は
、
そ
の
具
体
的
な
適
用
結
果
の
平
面
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

は
消
滅
す
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
い
ず
れ
の
立

場
に
立
っ
て
も
、
管
轄
が
承
認
要
件
と
な
る
こ
と
に
争
い
は
な
い
。

本
件
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
裁
判
所
の
国
際
裁
判
管
轄
の
存
否
が
、
承
認

の
要
件
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
意
味
で
、
い

ず
れ
の
説
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
点
の
取
り
扱
い
は
異
な
ら
な
い
。

四
　
判
旨
は
、
面
接
交
渉
に
関
す
る
国
際
裁
判
管
轄
は
、
子
の
住
所

に
専
属
的
で
あ
る
と
判
示
し
た
上
で
、
事
件
本
人
A
が
フ
ラ
ン
ス
に

居
住
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
、
A
の
監
護
に
つ
い
て
下

さ
れ
た
本
件
フ
ラ
ン
ス
判
決
の
承
認
を
拒
絶
し
た
。
し
か
し
、
既
に

述
べ
た
と
お
り
、
子
の
監
護
事
件
は
、
子
の
住
所
の
専
属
管
轄
に
服

す
る
と
は
い
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
判
旨
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、

本
件
フ
ラ
ン
ス
判
決
の
承
認
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
ま
た
、
判
旨
の
よ
う
に
面
接
交
渉
に
関
す
る
外
国
判
決
の
承
認
に

関
し
て
、
民
事
訴
訟
法
二
〇
〇
条
の
直
接
適
用
は
な
く
、
間
接
管
轄
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と
公
序
の
み
が
要
件
と
な
る
と
い
う
点
に
も
、
若
干
の
疑
問
が
あ
る
。

し
か
し
、
判
旨
の
よ
う
に
考
え
て
も
、
民
事
訴
訟
法
二
〇
〇
条
を
直

接
適
用
し
て
も
、
主
と
し
て
問
わ
れ
る
の
は
間
接
管
轄
と
公
序
に
つ

い
て
で
あ
る
。
以
下
、
判
旨
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
、
本
件
フ
ラ

ン
ス
判
決
の
承
認
拒
否
事
由
の
存
否
に
関
し
て
、
若
干
の
検
討
を
試

み
る
。

　
ま
ず
、
フ
ラ
ン
ス
民
事
訴
訟
法
一
〇
七
〇
条
に
は
、
離
婚
の
訴
訟

に
お
い
て
、
未
成
年
の
子
と
同
居
す
る
夫
婦
の
住
所
地
が
、
そ
の
管

轄
と
な
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
本
件
フ
ラ
ン
ス
離
婚
訴
訟
は
、

フ
ラ
ン
ス
法
の
管
轄
規
定
に
反
し
て
い
る
と
い
う
点
が
間
題
と
な
る
。

し
か
し
一
般
に
は
、
い
わ
ゆ
る
間
接
管
轄
は
、
我
国
の
直
接
管
轄
の

規
定
を
応
用
し
て
、
我
国
か
ら
み
て
判
決
国
に
国
際
裁
判
管
轄
が
あ

っ
た
か
否
か
を
間
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
フ
ラ
ン
ス

の
管
轄
規
定
に
反
し
て
い
た
か
否
か
は
、
承
認
の
際
に
問
う
こ
と
は

で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
理
由
に
、
承
認
を
拒
絶
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

　
ま
た
、
我
国
で
調
停
手
続
中
に
、
外
国
で
提
起
さ
れ
た
訴
訟
で
あ

る
点
で
、
二
重
起
訴
の
禁
止
に
反
し
て
い
る
の
で
は
と
い
う
問
題
も

あ
る
。
確
か
に
、
国
内
事
件
で
あ
れ
ば
、
調
停
手
続
中
に
提
起
さ
れ

た
訴
訟
は
中
止
さ
れ
る
（
家
事
審
判
規
則
二
二
〇
条
）
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
本
件
で
は
当
該
訴
訟
が
外
国
裁
判
所
に
係
属
し
た
た
め
、

中
止
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
既
に
係
属
す
る
我
国
の

手
続
を
無
視
し
て
開
始
さ
れ
た
外
国
訴
訟
の
結
果
を
、
承
認
す
る
こ

と
は
公
序
に
反
す
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
得
る
。
し
か
し
、
調
停

前
置
を
徹
底
す
る
と
い
う
、
一
国
内
の
訴
訟
制
度
に
関
わ
る
規
定
を
、

渉
外
的
な
関
係
に
ま
で
、
拡
大
す
る
こ
と
に
は
む
し
ろ
疑
問
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
を
理
由
に
承
認
を
拒
絶
す
る
こ
と
も
不
当
で

あ
ろ
う
。

　
そ
の
他
に
は
、
承
認
を
否
定
す
る
事
情
は
見
あ
た
ら
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
本
件
フ
ラ
ン
ス
判
決
は
承
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

五
　
以
上
か
ら
、
本
件
判
旨
に
は
若
干
の
疑
問
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
と
は
い
え
、
事
件
本
人
A
と
、
そ
の
父
X
男
の
日
本
に

お
け
る
面
接
交
渉
の
実
状
か
ら
、
本
件
フ
ラ
ン
ス
判
決
を
そ
の
ま
ま

実
現
す
る
こ
と
に
も
、
問
題
が
残
る
。

　
本
件
に
類
似
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
テ
キ
サ
ス
州
の
地
方
裁
判

所
で
下
さ
れ
た
、
子
の
引
渡
し
を
命
ず
る
判
決
に
基
づ
い
て
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

執
行
が
求
め
ら
れ
た
事
例
で
は
、
テ
キ
サ
ス
州
か
ら
日
本
に
移
り
住

ん
で
、
日
本
に
馴
染
ん
で
し
ま
っ
た
子
を
、
テ
キ
サ
ス
州
に
戻
す
こ

と
は
、
我
国
の
公
序
に
反
す
る
と
し
て
、
そ
の
承
認
が
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
公
序
に
反
す
る
と
い
う
結
論
は
、
そ
の
判

断
の
範
囲
が
主
文
の
み
な
ら
ず
認
定
事
実
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
、
さ
ら
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に
、
そ
の
判
断
の
基
準
時
が
当
該
判
決
確
定
時
て
は
な
く
、
承
認
時

で
あ
る
こ
と
、
と
い
う
理
由
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、

結
論
的
に
は
、
英
語
を
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
子
を
、

母
親
か
ら
無
理
に
引
き
離
し
て
、
米
国
で
生
活
す
る
こ
と
を
強
い
る

こ
と
に
は
、
問
題
が
残
る
。
し
か
し
、
公
序
の
判
断
の
た
め
の
資
料

の
収
集
の
範
囲
を
拡
張
し
、
判
断
の
基
準
時
を
移
動
さ
せ
る
と
い
う

解
決
方
法
に
は
疑
問
が
残
る
。
実
際
に
、
テ
キ
サ
ス
州
判
決
か
ら
、

こ
の
執
行
判
決
請
求
訴
訟
ま
で
に
は
、
二
年
の
時
間
が
あ
り
、
そ
の

間
に
、
引
き
渡
し
を
求
め
ら
れ
た
子
が
日
本
に
馴
染
ん
で
し
ま
っ
た

と
い
う
事
情
を
考
慮
し
て
、
当
該
テ
キ
サ
ス
判
決
の
承
認
を
拒
絶
す

る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
承
認
し
た
上
で
変
更
す
る
と
い
う
方
策

も
、
可
能
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
外
国
裁
判
所

が
下
し
た
子
の
監
護
に
関
す
る
裁
判
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
変
更

す
る
こ
と
が
あ
る
と
は
い
え
、
一
旦
は
承
認
す
る
の
が
原
則
で
あ
る

と
い
う
基
本
的
な
姿
勢
こ
そ
、
渉
外
生
活
関
係
を
協
同
し
て
規
律
す

る
と
い
う
各
国
の
裁
判
所
に
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
本
件
の
場
合
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
判
決
と
調
停
手
続
が
重
複
し
て
お

り
、
フ
ラ
ン
ス
判
決
と
本
件
審
判
手
続
と
の
間
に
、
事
情
の
変
更
が

あ
っ
た
と
い
う
に
足
る
合
理
的
な
時
間
が
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
。

し
か
し
、
本
件
審
判
手
続
の
過
程
で
、
当
初
X
男
は
、
フ
ラ
ン
ス
判

決
の
結
論
に
固
執
し
て
、
そ
の
実
行
を
求
め
る
と
い
う
態
度
が
強
か

っ
た
が
、
本
件
審
判
が
結
審
す
る
当
時
に
は
、
そ
の
態
度
も
軟
化
し

て
、
A
の
成
長
を
見
守
る
と
い
う
姿
勢
が
生
じ
た
こ
と
も
、
判
旨
か

ら
伺
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
事
情
を
考
慮
し
た
上
で
の
判
断
で
あ
る
な

ら
ば
、
判
旨
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
判
決
の
承
認
を
拒
絶
す
る
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
、
一
旦
は
承
認
す
る
と
し
た
上
で
、
申
立
人
の
態
度

の
軟
化
に
基
づ
い
て
、
当
該
フ
ラ
ン
ス
判
決
を
変
更
す
る
と
い
う
手

だ
て
も
、
考
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
考
え
か
ら
、
A
に
フ
ラ
ン
ス
ヘ
の
渡
航
を
強
要
す

る
こ
と
に
な
る
判
決
の
執
行
を
許
さ
な
か
っ
た
結
論
に
は
賛
成
で
き

る
が
、
そ
の
理
由
付
け
に
は
若
干
の
疑
問
が
残
る
。
ま
た
、
本
件
の

特
殊
な
事
情
が
捨
象
さ
れ
て
、
そ
の
判
旨
が
一
般
論
と
し
て
通
用
す

る
こ
と
に
も
、
危
惧
を
お
ぽ
え
る
。

（
1
）
　
二
八
条
一
項
但
書
の
、
「
其
一
ガ
日
本
ノ
国
籍
ナ
ル
ト
キ
ハ

…
…
」
と
は
、
同
項
本
文
の
「
当
事
者
ガ
ニ
箇
以
上
ノ
国
籍
ヲ
有
ス

　
ル
場
合
」
に
つ
い
て
か
ら
の
分
岐
で
あ
る
。
但
書
を
密
接
関
連
法
の

　
う
ち
の
選
択
肢
と
す
る
た
め
に
は
、
「
其
一
ガ
日
本
ナ
ル
ト
キ
ハ
」

　
と
い
う
よ
う
に
、
「
国
籍
」
で
は
な
く
「
国
」
に
な
っ
て
い
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

（
2
）
　
我
国
に
子
の
住
所
地
が
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
我
国
に
国

際
裁
判
管
轄
を
認
め
た
事
例
と
し
て
、
東
京
家
審
・
昭
和
四
四
・
六

　
・
二
〇
家
昼
二
一
巻
三
号
一
一
〇
頁
、
東
京
家
審
・
昭
和
五
〇
・
八
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・
一
一
家
月
二
八
巻
六
号
八
七
頁
、
東
京
家
審
・
昭
和
六
二
・
三
・

　
三
一
家
月
三
九
巻
六
号
五
八
頁
、
東
京
家
審
・
昭
和
六
三
・
二
・
二

　
三
家
月
四
〇
巻
六
号
六
五
頁
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
子
の
住
所
が
我

　
国
に
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
監
護
権
者
の
変
更
を
認
め
な
か
っ
た
事

　
例
と
し
て
、
東
京
家
審
・
昭
和
四
四
・
六
・
一
三
家
月
二
二
巻
三
号

　
一
〇
四
頁
、
東
京
家
審
・
平
成
元
　
・
九
・
二
二
家
月
四
二
巻
四
号

　
六
五
頁
な
ど
が
あ
る
。

（
3
）
　
澤
木
「
渉
外
判
例
研
究
」
ジ
ュ
リ
ニ
ニ
三
号
八
三
頁
、
林
脇

　
「
離
婚
に
と
も
な
う
子
の
監
護
者
の
決
定
・
財
産
分
与
」
渉
外
判
例

　
一
〇
〇
選
（
増
補
版
）
一
〇
七
頁
。

（
4
）
　
道
垣
内
「
親
権
者
の
指
定
・
変
更
の
裁
判
管
轄
と
準
拠
法
」
判

　
例
タ
イ
ム
ズ
七
四
七
号
四
七
二
、
田
辺
「
渉
外
判
例
研
究
」
ジ
ュ
リ

　
四
七
八
号
一
六
二
頁
、
大
橋
「
渉
外
判
例
研
究
」
ジ
ュ
リ
五
九
五
号

　
一
三
二
頁
、
岡
野
「
親
権
者
指
定
の
国
際
裁
判
管
轄
」
渉
外
判
例
一

　
〇
〇
選
［
第
三
版
］
ニ
ニ
ニ
頁
。

（
5
）
　
道
垣
内
・
前
掲
判
例
タ
イ
ム
ズ
七
四
七
号
四
七
三
頁
は
、
原
則

　
と
し
て
こ
の
立
場
に
立
ち
な
が
ら
、
子
の
住
所
地
が
必
ず
し
も
子
に

　
と
っ
て
最
適
と
は
い
え
な
い
場
合
に
は
、
特
段
の
事
情
が
あ
る
と
し

　
て
、
離
婚
の
裁
判
管
轄
地
に
、
親
権
者
指
定
の
裁
判
管
轄
を
認
め
る

　
と
い
う
柔
軟
な
態
度
を
採
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
管
轄
規
則
の
平
面

　
に
関
し
て
だ
け
で
な
く
、
「
住
所
」
を
柔
軟
に
と
ら
え
る
と
い
う
よ

う
に
、
そ
の
管
轄
原
因
事
実
を
認
定
す
る
と
い
う
平
面
で
も
、
同
様

　
の
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）
　
三
井
「
国
際
人
事
・
家
事
事
件
の
裁
判
管
轄
」
国
際
私
法
の
争

　
点
［
第
2
版
］
二
三
〇
頁
。

（
7
）
篠
・
注
解
家
事
審
判
規
則
三
四
〇
頁
。

（
8
）
　
拙
稿
「
義
務
履
行
地
の
国
際
裁
判
管
轄
」
法
学
研
究
六
七
巻
一

　
号
五
四
頁
以
下
参
照
。

（
9
）
　
国
内
管
轄
に
関
し
て
は
、
子
の
親
権
者
指
定
、
及
び
、
親
権
者

変
更
の
管
轄
を
定
め
る
家
事
審
判
規
則
七
〇
条
、
七
二
条
が
、
子
の

　
住
所
地
管
轄
を
定
め
る
同
規
則
六
〇
条
を
準
用
す
る
。
ま
た
、
離
婚

　
に
伴
う
子
の
親
権
に
関
す
る
事
件
の
管
轄
を
定
め
る
同
規
則
五
二
条

　
は
、
子
の
住
所
地
管
轄
を
定
め
て
い
る
。

（
1
0
）
　
な
お
、
当
事
者
の
自
由
な
処
分
と
い
う
点
に
関
し
て
、
身
分
事

　
件
の
応
訴
管
轄
を
否
定
す
る
学
説
と
し
て
、
櫻
田
「
ア
メ
リ
カ
合
衆

　
国
テ
キ
サ
ス
州
の
地
方
裁
判
所
の
子
の
引
渡
し
を
命
ず
る
判
決
に
つ

　
い
て
、
執
行
判
決
が
認
め
ら
れ
た
事
例
」
平
成
四
年
度
重
要
判
例
解

　説二九九

頁
が
あ
る
。

（
n
）
　
海
老
沢
「
国
際
的
な
親
子
の
面
接
交
渉
」
平
成
七
年
度
重
要
判

例
解
説
二
五
六
頁
（
本
件
評
釈
）
。

（
1
2
）
　
海
老
沢
「
非
訟
事
件
裁
判
の
承
認
」
国
際
私
法
の
争
点
［
新

版
］
二
四
六
頁
。

（
1
3
）
　
鈴
木
「
外
国
の
非
訟
裁
判
の
承
認
・
取
消
・
変
更
」
曹
時
二
六

巻
九
号
一
五
〇
六
頁
。

　
　
ま
た
、
裁
判
例
と
し
て
は
、
東
京
高
判
・
平
成
五
・
一
一
・
一
五

判
タ
八
三
五
号
二
一
三
頁
が
あ
る
。
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（
14
）
　
渡
辺
・
平
成
五
年
度
重
要
判
例
解
説
二
九
八
頁
、
河
野
「
渉
外

判
例
研
究
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
二
六
号
一
五
四
頁
。
な
お
、
櫻
田
。

前
掲
（
平
成
四
年
度
重
判
）
二
九
八
頁
は
、
二
〇
〇
条
の
適
用
を
前

　
提
と
し
な
が
ら
、
相
互
の
保
証
を
定
め
る
四
号
を
除
く
と
す
る
。
ま

　
た
、
裁
判
例
と
し
て
は
、
東
京
地
判
・
平
成
四
・
一
・
三
〇
家
月
四

　
五
巻
九
号
六
五
頁
が
あ
る
。

坦IJ珍版垣
　　　　　　　　　　一

果
が
問
い
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
に
あ
る
。

国
非
訟
裁
判
の
効
力
を
、

　法上の

効
果
と
し
て
認
め
る
の
か
、

外
形
を
手
続
的
に
承
認
し
た
上
で
、

　
と
い
う
実
体
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
手
続
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
対
立
の
再
検

討
こ
そ
が
、
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
、

　
こ
の
問
題
は
判
例
評
釈
の
領
域
を
越
え
る
の
で
、
本
稿
で
は
詳
述
し

　
な
い
。

（
1
9
）
　
東
京
高
判
平
成
五
・
一
］
・
］
五
家
月
四
六
巻
六
号
四
七
頁
。

　
な
お
、
拙
稿
「
外
国
判
決
の
承
認
・
執
行
－
公
序
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス

　
ト
渉
外
判
例
百
選
〔
第
三
版
〕
≡
二
〇
頁
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
恒
久

河
野
「
国
際
的
な
子
の
奪
い
合
い
」
国
際
私
法
の
争
点
［
新

】
八
五
頁
。

河
野
・
前
掲
・
争
点
一
八
五
頁

河
野
・
前
掲
・
争
点
一
八
五
頁

問
題
は
む
し
ろ
、
今
一
度
、
外
国
非
訟
裁
判
の
、
我
国
で
の
効

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
な
わ
ち
、
外

　
　
　
　
　
　
　
　
当
該
裁
判
が
形
成
し
た
実
体
と
し
て
実
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裁
判
と
い
う
形
式
で
な
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
内
容
を
実
現
す
る
の
か
、

201


